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保険証を残そう！� ４

医薬品供給不安定� ２

https://hodanren.doc-net.or.jp/

11月25日

３ 	 	中医協ひろい読み
  健保連 外来管理加算

廃止を主張
３ 	診療報酬改定要求
４ 	 	自治体意見書続々
  保険証存続に向けて全

国の自治体で意見書採
択が広がる 

６ 	 	歯科医療提供体制
の充実に向けて	

６ 	 	夢の実現と言葉
 Women's Eye15９

７ 	傷跡⑹
 三十一文字のカルテ⑲

医師・歯科医師、弁
護士らが警鐘

「医療現場に薬が
ないなんて」

　11・９国会集会を開催。

　医薬品供給不安定の協
会調査で患者への深刻な
影響が浮き彫りに。

２０２３年

　
岸
田
首
相
は

来
年
６
月
か
ら

定
額
減
税
を
実

施
す
る
と
発
表

し
た
。
経
済
重

視
を
う
た
う
政

権
と
し
て
は
具

体
的
な
政
策
の
第
一
番
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
再
来
年
に
予
定
し
て

い
た
児
童
手
当
の
拡
充
を
来

年
１２
月
に
前
倒
し
す
る
こ
と

も
表
明
し
て
い
る
▼
来
年
は

増
税
し
な
い
と
は
言
っ
て
い

る
が
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

１０
月
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て

お
り
、
実
質
増
税
だ
。
ま
た
、

来
年
か
ら
帳
簿
の
電
子
デ
ー

タ
保
存
の
義
務
化
に
よ
り
、

領
収
証
な
ど
の
デ
ー
タ
が
な

い
と
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ

ず
増
税
に
な
り
か
ね
な
い
。

経
済
政
策
に
全
く
な
っ
て
い

な
い
▼
岸
田
政
権
の
支
持
率

の
低
迷
を
自
民
党
幹
部
の
世

耕
参
院
議
員
か
ら
「
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
姿
勢
を
示
せ
て

い
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
大
き
く
振
り
か
ざ
し
た

経
済
政
策
か
ら
し
て
国
民
か

ら
見
透
か
さ
れ
る
状
態
だ
か

ら
致
し
方
な
い
▼
来
年
は
増

税
は
し
な
い
と
言
う
こ
と
自

体
、
そ
の
う
ち
上
げ
ま
す
よ

と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の

だ
。
防
衛
費
倍
増
を
国
民
の

反
発
を
よ
そ
に
実
行
し
よ
う

し
て
い
る
こ
と
も
見
え
見
え

で
あ
る
▼
自
分
の
金
は
自
分

が
思
う
よ
う
に
使
い
た
い
。

税
金
を
た
く
さ
ん
取
ら
れ
る

と
自
分
で
使
う
金
が
な
く
な

る
。
集
め
た
金
を
支
持
団
体

に
ば
ら
撒
く
の
で
あ
れ
ば
い

つ
ま
で
も
景
気
の
浮
揚
は
見

込
め
な
い
。�

（
Ａ
Ｔ
）

国
の
責
任
で
安
定
供
給
を

　

後
発
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
製
造
不
正
に
端
を
発
し
た
供
給
不
安
定
が
深
刻
だ
。

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団
連
）
は
１１
月
９
日
、
大
阪
協
会
、
岡
山
協
会
、
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
協
会
と
共
同
で
、
医
薬
品
の
供
給
不
安
定
を
国
の
責
任
で
改
善
す

る
よ
う
厚
労
省
に
要
請
し
た
。
そ
の
内
容
を
記
者
発
表
し
、
全
国
で
報
道
さ
れ
た
。

�

（
２
面
で
調
査
詳
報
）

　
社
保
・
審
査
対
策
部
の
武

田
浩
一
部
長
は
「
医
薬
品
供

給
不
足
は
、
後
発
品
中
心
の

薬
価
引
き
下
げ
に
よ
る
医
療

費
抑
制
政
策
を
進
め
て
き
た

結
果
だ
。
一
旦
立
ち
止
ま
っ

て
、
国
民
の
健
康
と
命
を
守

る
た
め
に
医
薬
品
の
品
質
確

保
・
安
定
供
給
に
必
要
な
対

策
を
講
じ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
要
請
書
を
手
渡

し
た
。

命
に
関
わ
る
深
刻
さ�

�

―
協
会
調
査

　
要
請
で
は
、
大
阪
協
会
、

岡
山
協
会
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

の
各
協
会
が
行
っ
た
調
査
を

基
に
、
咳
止
め
や
去
痰
薬
に

留
ま
ら
ず
１
０
０
種
類
を
超

え
る
医
薬
品
が
不
足
し
、
他

剤
へ
の
切
り
替
え
や
休
薬
に

よ
っ
て
健
康
管
理
に
も
支
障

を
来
し
て
い
る
状
況
を
明
ら

か
に
し
た
。

　
大
阪
協
会
の
井
上
美
佐
副

理
事
長
（
保
団
連
理
事
）
は
、

「
２
型
糖
尿
病
の
注
射
薬
が

入
手
が
で
き
ず
、
血
糖
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
不
良
と
な
る
事
例

が
あ
る
」
と
指
摘
。
入
手
で

き
な
い
背
景
に
は
「
た
だ
で

さ
え
後
発
品
が
不
足
す
る

中
、『
痩
せ
薬
』
な
ど
美
容
目

的
で
使
用
さ
れ
る
例
が
あ

る
」
な
ど
、
適
応
外
使
用
に

よ
っ
て
生
じ
て
い
る
問
題
を

指
摘
し
た
。

　
岡
山
協
会
の
田
中
正
子
事

務
局
長
は
、「
不
足
す
る
医
薬

品
は
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

抗
う
つ
剤
な
ど
命
に
直
結
す

る
よ
う
な
薬
に
ま
で
広
が
っ

て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
。

　
徳
島
協
会
の
山
﨑
泰
文
理

事
は「
薬
剤
不
足
の
影
響
で
、

他
剤
へ
の
変
更
や
減
量
等
を

せ
ざ
る
を
得
ず
、
ベ
ス
ト
な

治
療
が
で
き
な
い
」
と
述
べ
、

医
療
現
場
の
深
刻
な
状
況
を

訴
え
た
。

処
方
変
更
あ
り
得
る�

�

―
患
者
へ
周
知
を

　
要
請
で
は
、
医
療
現
場
の

混
乱
に
対
し
て
、
政
府
と
し

て
、
患
者
・
国
民
に
医
薬
品

供
給
不
足
の
状
況
や
、
処
方

変
更
等
が
起
こ
り
得
る
こ
と

を
周
知
す
る
よ
う
求
め
た
。

ま
た
、
医
薬
品
の
調
達
、
処

方
の
変
更
に
伴
う
患
者
へ
の

対
応
な
ど
で
現
場
の
負
担
は

増
し
て
い
る
と
し
て
、
年
末

ま
で
と
な
っ
て
い
る
外
来
後

発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
等

の
上
乗
せ
措
置
を
供
給
不
安

定
が
解
消
す
る
ま
で
継
続
す

る
こ
と
や
、
次
回
改
定
で
、

不
採
算
品
目
の
薬
価
を
適
正

に
引
き
上
げ
供
給
の
安
定
化

を
図
り
、
後
発
品
薬
価
が
集

中
的
に
引
き
下
が
る
中
間
年

改
定
は
廃
止
・
改
善
す
る
こ

と
な
ど
を
要
請
し
た
。
そ
の

厚
労
省
に
対
応
求
め
る

他
、
▽
長
期
収
載
品
の
自
己

負
担
引
き
上
げ
の
中
止
▽
院

内
・
院
外
処
方
の
併
用
の
要

件
緩
和

―
な
ど
を
求
め

た
。

　
井
上
副
理
事
長
は
政
府
が

検
討
し
て
い
る
先
発
品
の
負

担
増
に
つ
い
て
「
薬
不
足
の

中
で
や
む
を
得
ず
先
発
品
に

変
更
と
な
っ
た
患
者
が
負
担

増
に
な
る
の
は
理
不
尽
極
ま

り
な
い
」
と
批
判
。
そ
の
上

で
、「
薬
不
足
は
『
武
器
を
持

た
ず
し
て
敵
に
立
ち
向
か

え
』
と
い
う
状
況
だ
。
一
刻

も
早
く
こ
う
し
た
事
態
が
起

き
な
い
制
度
設
計
に
し
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
た
。

大阪協会
今井康友さん

　
皮
膚
科
で
使
用
す
る

外
用
薬
は
、
先
発
薬
と

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
で
「
基

剤
」
が
異
な
る
た
め
、

薬
効
や
副
作
用
の
出
や

す
さ
、
使
用
感
な
ど
に

大
き
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。

　
例
え
ば
、
同
じ
一
般

名
「
ヘ
パ
リ
ン
類
似
物

質
ロ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、

先
発
薬
は
「
ど
ろ
っ
と

し
た
乳
白
色
」、ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
は
「
た
だ
の
透

明
な
液
体
」
で
す
。
こ

れ
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
は
、

た
ま
り
ま
せ
ん
。

　
当
院
で
は
、
必
要
な

外
用
薬
は
先
発
品
を
使

っ
て
い
ま
す
が
、
有
用

な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
が
あ

る
場
合
は
銘
柄
を
細
か

く
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
特
許
切
れ
先
発
薬
が

一
部
保
険
給
付
か
ら
外

さ
れ
れ
ば
、
皮
膚
科
医

と
し
て
は
診
療
に
影
響

を
及
ぼ
す
死
活
問
題
で

す
。

先発薬の保険給付外し
皮膚科は死活問題

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
推
進
す

る
た
め
、
特
許
切
れ
の
先
発
医
薬
品

（
長
期
収
載
品
）を
一
部
保
険
給
付
か

ら
外
そ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
大

阪
市
で
皮
膚
科
を
開
業
す
る
今
井
康

友
さ
ん
に
現
場
の
声
を
聞
い
た
。

厚労省の担当者に要請書を手渡す
武田部長（左から２人目）ら

新 連 載
　夫婦別姓を認めていない国は世界で日
本だけ。国連の女性差別撤廃委員会など
から再三勧告を受けているが、国会での
議論は進んでいない。夫婦別姓に関する
法律や歴史、諸外国の状況はどうなって
いるのか―。
　「別姓訴訟を支える会」のリレー連載で
考える。第１回は同会代表の福沢恵子さ
ん。

特別インタビュー

事実婚 9年目の医師、
長山さんの願い
「自分の名前」で生きるこ
とを選んだ女性医師に、選
択的夫婦別姓について思い
を聞いた。

→７面

→ 8面

注射薬入手できず
血糖コントロール不良も


